
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 月藤沢市議会定例会が、2 月 15 日から 3 月
20日までの日程で開催されました。 
主な内容は、平成 31年度一般会計予算他 8特

別会計予算、平成 30年度一般会計及び特別会計
補正予算、工事請負契約の締結(藤沢市南市民図
書館等の暫定移設に伴う工事に係る負担)、藤沢
市表彰条例の一部改正などです。 
私は、市側が提案した議案に賛成し、全て可

決されました。 
なお、平成 31 年度一般会計予算は、1,490 億

2,200 万円(前年比 107.6%)、特別会計予算は、
1,201億 7,351万 3千円(前年比 101%)、総額は、
2,691 億 9,551 万 3 千円で、前年比 104.5%とな
りました。 
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鈴木市長になってから、「法とモラルを守る藤沢市」

の実現をめざして、不祥事撲滅に取り組まれてきた

が、最近では不祥事に加えて、不適切な事務処理が表

面化したこともあり、本市においてはじめて決算が不

認定となるなど、事態は深刻化している。 

私たち民主クラブは昨年 10 月、市長に申し入れ書

を提出、特に、藤沢市が以前採用していて、人材育成

とガバナンスに有効であった｢部門総務機能｣を復活

すべきと指摘した。総務機能強化による人材育成と職

員のスキルアップ、不適切事務処理撲滅のために効果

的な組織改正を求める。 

平成 31 年度予算に対して、各会派の討論が行われ、私が所属する「民主クラブ」からは、私(おおや徹)が

賛成の立場で討論を行いました。概要は次の通りです。 

市民病院の経営形態の検討について、これまでの説

明では、地方公営企業法の全部適用にした場合のメリ

ットが抽象的で、どこに課題があるか具体的になって

いない。また、現在は、｢新公立病院改革ガイドライン｣

で示されている再編・ネットワーク化の検討はしない

としているが、体制が変われば検討に進む可能性も否

定できない。そうなれば独立行政法人化へのステップ

となり、セーフティネットとしての役割と責任を果た

せなくなる可能性がある。藤沢市民病院健全経営推進

計画書における経営形態の検討は慎重にするよう求め

る。 

今日、介護の担い手の過半数は働きながら介護をして

いる｢ワーキングケアラー｣となった結果、年間約 10 万

人が｢介護離職｣をしている。離職を避けるには家族全体

で介護を分担せざるを得ず、そのために子どもが介護を

担う｢ヤングケアラー｣が存在していることも、一昨年の

藤沢市での調査から明らかになった。更には育児期間中

に介護が始まる｢ダブルケア｣、未婚・非婚の子どもが親

を介護する｢シングルケア｣など、20年前には想定されて

いなかった介護の実態があらわれている。地域包括ケア

システムの構築に際しては、このような｢今日的な介護

の実態｣を踏まえ、ケアラーの置かれた様々な状況に寄

りそった対応を要望する。 

｢藤沢市子どもと子育て家庭の生活実態調査｣の結果

から、本市でも子どもの経済的・社会的貧困が厳然とし

て存在しており、子どもたちが自分の未来を選ぶことの

できない｢希望の格差｣につながっているという厳しい

現実が浮かび上がってきた。 

｢(仮称)藤沢市子どもの貧困対策実施計画｣の策定に

あたっては、この実態調査を、子どもたちの笑顔と元気

を保障するための根拠として活かしていくことを要望

する。 
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時事問題や趣味の食べ歩きを活かしたコラムなど、
写真も多く掲載しながら書き綴っています。 
ダイエット企画「大盛り・セット食べません」シリ

ーズも継続中。こちらの進捗も期待してください。 
議会情報も素早くアップしています。 
是非ご覧ください！ 
 
 

 

自由通路拡幅および、それに伴う駅改良事業につい

て、ＪＲ東日本と小田急電鉄と藤沢市の 3者で協議を

重ねてきましたが、一定の合意が図られたことから、

事業実施に向けた基本協定(案)の内容が報告された

ものです。 

【自由通路拡幅整備事業】 

市が事業主体となり事業費を負担。 

【駅改良事業】 

鉄道事業者が主体となり事業費を負担。 

ただし、国交省鉄道駅総合改善事業費補助の採択が

されれば、市は補助要綱に基づき 1/3を補助。 

具体的な事業費及び事業期間、3者の費用負担額に

ついては、基本協定締結後に実施する基本設計及び詳

細設計で明らかになりますが、現在、全体事業費は約

310億円、藤沢市の負担は 180億円と示されています。

なお、2021年～2022年に詳細設計、2023年頃からの

工事着手をめざしています。 

 

 

片瀬江ノ島駅前広場の整備については、9 月議会にお

いて、東京 2020大会までの整備計画(暫定計画)として、

現行の車道を廃止して、駅前広場の歩行者と車との交錯

をなくす計画が報告されましたが、その後、地域住民か

ら車道の廃止について不便になるなどの反対意見が寄

せられたため、計画を変更することとしました。市とし

ては、将来計画(車道の廃止)の考えは変えず、地元の

方々と話し合いを進めていくとのことです。 

湘南台駅西口の路上喫煙禁止区域における喫煙所に

ついて、歩行者の動線上に設置されていることから改善

が必要だ。適地が見つかれば、パーテーション付きの喫

煙所を設置していくとのことだったが、2020 年の健康

増進法改正を踏まえて早期に対策をするよう求める。 

ないが、校長会、警察、ＰＴＡなどからも設置要望が

ある。さらに、県内における防犯カメラの未設置自治

体は、本市を含めてわずか 5 市のみである。全国で児

童生徒が被害者となる痛ましい事件が後を絶たない状

況を踏まえると、学校における子どもの安全を確保す

ることは行政の責務であり、防犯カメラの設置に向け

て、具体的なとりくみを進めるよう強く要望する。 現在、本市の小中学校には防犯カメラ設置されてい 

 昨年 7月から開始した、市税をコンビニ収納用バーコ

ードとモバイルバンキングを利用して納付する｢モバイ

ルレジ｣に、クレジット決済機能を追加し、クレジット

カード納付の対象税目及び納付上限額を拡大するもの

です(カード決済手数料は納付者負担)。 

対象税目は、軽自動車税、市県民税(新)、固定資産税・

都市計画税(新)で、納付上限額は 30 万円、スマートフ

ォン専用となり、運用開始(予定)は平成 31年 4月 22日

です。 

湘南藤沢地方卸売市場内にある
｢中華メモリー｣。この店は、かつて
｢藤沢ボウル｣のところにあったお店
で、現在は市場内で営業しています。
私は昔ながらのラーメンが大好きな
ので、ここのラーメンは特におすす
めです。元号が平成から令和になり
ますが、ここのラーメンは｢昭和｣の
ラーメンです！ 


